
「まえばししタウンミーティング」

開始までしばらくお待ちください



みんなで考えよう！
前橋の現状と課題

前橋市長 小川あきら



みなさんの参加の目的はなんですか？

①前橋市のことを知りたい

②市に対して意見・提案が言いたい

③市民が何を考えているか知りたい

④面白そうだから

⑤たまたま時間が空いたから

⑥市長に会ってみたい

ようこそタウンミーティングへ
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多様な市民の声を幅広く聞き
情報共有と対話を通して
市民の皆さんとともに
まちづくりを進めていきたい

新しい知識や考えを知る

新しいアクションにつながる

タウンミーティングの趣旨
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〇発言してくれたことを祝福する（拍手）

〇自分と違った意見を否定しない

〇自分と違う考えの人がいても、自分の
存在や考えが否定されたと思わない

〇一緒に解決策を考える（≠陳情）

〇発言時間は平等に

大事にしたいこと
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第1回 6月 前橋の現状と課題

第2回 8月 前橋の未来

第3回 10月 子育て

第4回 12月 子育て

第5回 2月 農業

本日

今後の予定
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前橋市の総人口の推移

2000年をピークに減少傾向。推計では2040年に30万人を下回る
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年 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

人口 254,595 273 ,864 293 ,135 311 ,121 325 ,304 335 ,704 338 ,845 341 ,738 340 ,904 340 ,291 336 ,154 332 ,149 324 ,621 315 ,720 305 ,810 294 ,836 283 ,266 271 ,548

前回比 - 19,269 19,271 17,986 14,183 10,400 3,141 2,893 -834 -613 -4,137 -4,005 -7,528 -8,901 -9,910 -10,974 -11,570 -11,718

(国による推計値)

出典：国勢調査

前橋市の人口動態
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15～29歳における主な転出先（2023年）

首都圏への転出が多い。高崎市・伊勢崎市・吉岡町への転出が増加傾向

出典：住民基本台帳移動報告

前橋市の人口動態
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前橋市の人口動態

前橋市の社会増減数は、転入超過？転出超過？
※社会増減数＝転入数ー転出数

日本人だけなら、転出超過（マイナス）

外国人を含めると、転入超過（プラス）

出典：住民基本台帳人口移動報告

：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数

2022年・2023年の状況

Ａ

Ｑ
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2023年前橋市の5歳階級別純移動者数（日本人のみ）

0～9歳が転出超過＝子育て世帯が転出している

出典：住民基本台帳人口移動報告
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前橋市の財政状況

市税 532.5 35%

国庫支出金

271.6 18%

地方交付税

153.0 10%

諸収入 139.6 

9%

譲与税・交付金

135.4 9%

市債 96.5 6%

その他 196.5 

13%

歳入
1,525億円

市税…………市民税や固定資産税、軽自動車
税など

国庫支出金…使い道が定めてある国の補助金
や負担金など

地方交付税…財源保障を目的に国税の一部が
交付されるもの

諸収入………広告収入など他の区分に該当し
ないもの

譲与税・交付金…地方譲与税や地方消費税交
付金など

市債…………特定の事業などのために長期的
に借り入れるもの

その他………県支出金や使用料・手数料など

歳入

令和６年度当初予算

（単位：億円）

11

【歳入予算の内訳】

歳入予算のうち、市税（35%）、国庫支出金（18%） 、

地方交付税（10%）が大きな割合を占める



前橋市の財政状況

民生費 605.1 

40%

教育費 161.3 

11%

土木費 160.3 

10%

公債費 150.7 

10%

商工費 135.7 

9%

総務費 129.6 

8%

衛生費 93.4 6%

その他 89.0 6%

歳出
1,525億円

民生費…各種福祉などの経費
教育費…各学校・幼稚園、その他教育などの

経費
土木費…道路や河川などの整備・維持や都市

計画などの経費
公債費…市債の元金・利子の償還金など
商工費…商工業・観光振興、消費生活対策な

どの経費
総務費…市の内部管理や税金徴収、支所の運

営などの経費
衛生費…健康づくりや感染症対策、ごみの処

理などの経費
その他…消防費や農林水産業費、議会費など

歳出

令和６年度当初予算

（単位：億円）
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【目的別予算】

歳出予算（目的別）のうち、民生費（40%）、教育費（11%） 、

土木費（10%）が大きな割合を占める
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【目的別予算】

「民生費」は毎年の予算の大きな割合を占めている



前橋市の財政状況

前橋市の支出で「民生費」が増えているのはなぜ？

民生費に含まれる社会保障関係費等（生活保護・児童手

当・障害福祉などの「扶助費」）が年々増えているため。

Ａ

Ｑ
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※扶助費とは・・・
生活に困っている人や子育てをしている世帯や、障害者などの
生活を社会全体で支えるためのお金です。



前橋市の財政状況
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全国の地方自治体の支出傾向
出典：総務省ＨＰ「令和５年版地方財政白書」より抜粋

全国の地方自治体では、扶助費などの社会保障関係費等の割合が年々増加



前橋市の財政状況
【性質別予算】前橋市の支出傾向

扶助費

人件費

公債費 義
務
的
経
費

前橋市においても「扶助費」の割合が増加傾向
「公債費」（過去に借りた市債の返済）、「人件費」と合わせた「義務的経費」が増加傾向 16



前橋市の財政状況

厳しい財政状況・限られた予算

「あれもこれも」はできない

「あれかこれか」を選択、資源を集中

行政がやるべきこと

地域でできること

自分にできること
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「前橋に、笑顔を」という合言葉のもと、

一人ひとりに寄り添い、

みんなが輝ける新しい前橋をつくります

前橋市当初予算

令和６年度
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『一般会計当初予算の概要』

一般会計予算額１,５２５億円【過去３番目】

（対前年度 ＋５７億円 ＋３.９％）

こども子育て関係予算 ３２７億円

（対前年度 ＋３２億円 ＋１０.９％）
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こども・子育て政策

＝ 人口
にぎ
わい

財源 政策

好循環

未来への投資

経済活動の活性化

労働供給
地域・社会の担い手増加
社会保障の安定

なぜこどもなのか？
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〇教育＝人材育成

〇いじめ問題＝ハラスメントのない社会
多様性を認めあう社会

〇不登校対策＝ひきこもり予防・8050問題
〇通学路の安全＝障害者・高齢者も安全
〇仕事と子育ての両立＝働きやすい環境

地域経済活性化

なぜこどもなのか？
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『５つの基本政策』

01 子育てと教育を最優先！こどもの未来が、輝く前橋へ。

02 安心して住み続けられる、誰もが暮らしやすい前橋へ。

03 経済の活性化と雇用の創出、働く人を支える前橋へ。

04 水と緑、歴史と文化、多様性が共生する、魅力あふれる前橋へ。

05 市役所改革と市民参加で、あたらしい前橋へ。
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こども基本条例の制定に向けて始動 130万円新規

こどもの意見を直接聞く会議やワークショップ等
を開催（R7年度末までに条例制定） ［こども支援課］

こども計画基礎調査 600万円新規

こども計画策定のための基礎調査（アンケート）
等を実施

［こども支援課］

『５つの基本政策』01 子育てと教育を最優先！こどもの未来が、輝く前橋へ。
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市立中学校給食費を無償化 4億1,905万6千円新規

R6.6月から実施予定

［総務課（教）］

給食費の食材費高騰分の公費負担を拡充 1億6,401万7千円充実

R4～：1人当たり約6,000円/年
→R6～：1人当たり約10,000円/年に拡充
対象：市立小中学校及び市立幼稚園

※市立中学校はR6.4～5月分 ［総務課（教）］

『５つの基本政策』01 子育てと教育を最優先！こどもの未来が、輝く前橋へ。
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一時預かりエリア 子育て支援エリア

開所時間 8:00～19:00 10:00～16:00

開所日 月～土（祝日、年末年始除く） 同左

受入年齢 原則満1歳以上の未就学児 妊婦、子育て中の方

受入定員 15人程度 なし。定期的なイベントを予定

利用料金 １時間300円（上限1日2千円） 無料

『５つの基本政策』01 子育てと教育を最優先！こどもの未来が、輝く前橋へ。

ＪＲ前橋駅北口一時預かり施設開設 5,500万8千円新規

R6.10月から事業開始予定

［こども施設課］
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10億676万円新規

熱中症対策、避難所機能の整備を計画的に実施
市立中学校２０校（R6・R7）、市立前橋（R6）

［教育施設課・学校教育課］

産後ケア訪問型を無償化 2,699万2千円充実

１回1,000円の訪問型を無償化。必要とする全ての人
へ制度を拡充 ［こども支援課］

『５つの基本政策』01 子育てと教育を最優先！こどもの未来が、輝く前橋へ。

市立中学校・高校体育館空調設置
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まえばしコミュニティ支援事業 1億5,293万円新規

国のデジタル田園都市国家構想交付金を活用
めぶくPay・めぶくコミュニティの機能強化
（団体登録の追加）

［未来政策課］

『５つの基本政策』02 安心して住み続けられる、誰もが暮らしやすい前橋へ。

路線バス若者・高齢者割引事業 500万円新規

13歳～22歳、70歳以上の市民の路線バス利用料金を
10％割引（原則、GunMaaSによる事前登録が必要）

［交通政策課］27



『５つの基本政策』02 安心して住み続けられる、誰もが暮らしやすい前橋へ。
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自治会活動アドバイザー派遣事業 112万4千円新規

自治会が抱える課題（担い手不足等）の解決に向け、
モデル事業として希望する２自治会に外部アドバイ
ザーを派遣し、伴走型の支援を実施

［市民協働課］

SOCIAL GOODS project 137万5千円新規

障害福祉理解や工賃向上実現に向けた障害者主体
の各種モノづくりイベントを新規開催
先進的な障害者アートに取組む事業所への視察ツアー

［障害福祉課］



『５つの基本政策』02 安心して住み続けられる、誰もが暮らしやすい前橋へ。
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粗大ごみ予約受付システムの導入 248万7千円新規

粗大ごみの戸別収集の予約受付システムを導入し、
24時間365日受付実施 ［ごみ収集課］

マイタク支援拡充 2億377万6千円充実

長距離移動や相乗りに対する支援拡充（１運行につき
上限1,000円を2,000円まで利用可能へ）
妊産婦の利用期間拡大、介護タクシーでの本格稼働

［交通政策課］



『５つの基本政策』03 経済の活性化と雇用の創出、働く人を支える前橋へ。

市街化店舗支援事業 1,500万円新規

市街化区域の店舗を対象に、改修費等を補助
（市内全域に店舗支援を拡充） ［にぎわい商業課］

担い手支援事業 6,111千円充実

認定農業者などに対し、農業用施設・機械導入費の一
部を補助するほか、援農ボランティアやふるさと納税
活用など、農家支援事業を検討 ［農政課］
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『５つの基本政策』

遠見山古墳の保存（総社古墳群） 1億5,138万7千円新規

総社古墳群（R6.2月に国史跡に指定）のうち、最古の
古墳を保存するため、用地購入を実施

［文化財保護課］

『５つの基本政策』04 水と緑、歴史と文化、多様性が共生する、魅力あふれる前橋へ。

赤城公園整備促進事業 8億900万円継続

赤城山頂エリアにおいて、群馬県が進めている県立赤
城公園の活性化に向けた施設整備に対し、建設工事負
担金を支出（R4年度からの継続事業）
【関連施設】・大沼キャンピングフィールド

・赤城ランドステーション ［観光政策課］
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タウンミーティング開催事業 72万円新規

タウンミーティングの開催に向けた関連経費

［市民協働課］

『５つの基本政策』05 市役所改革と市民参加で、あたらしい前橋へ。

市職員の生産性向上（さらなるDXへ） 6,187万5千円新規

R5年度に導入した、クラウド接続系ネットワーク
（Chromebook端末などによる執務環境）の課題点
を整理し、市職員の生産性向上と負担軽減に向け、
仮想技術などを導入

［情報政策課］
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これまで進めてきた事業も、しっかりと進めま
す。

県新水泳場建設工事負担金 4,390万円 [スポーツ課]新規

自動運転走行空間実証実験 1億円 [都市計画課]新規

GunMaaS連携高度化事業 2,000万円 [交通政策課]継続

EV公用車カーシェアリング 231万円 [資産経営課]継続

赤城公園整備促進事業（再掲） 8億900万円 [観光政策課]継続

県・市連携事業継続

中心市街地等再生事業 12億2,694万6千円 [市街地整備課]継続

DX関連事業 12億4,700万5千円 [22所属・32事業]継続
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今後の市政運営

①メリハリのある市政運営

• 事業の総点検

②市民の声を活かした市政運営

• タウンミーティングの開催

③未来に希望を持てる市政運営

• 総合計画の見直し
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お寄せいただいたご質問

【政策全般】

35

前橋市ならではの市政を期待しています。
高崎市は音楽の街として知られていますが、
前橋市ではどのような特色を出していきたいですか？

Ｑ



お寄せいただいたご質問

【交通分野】

36

公共交通機関は今後どのようになっていくので
しょうか？

Ｑ



お寄せいただいたご質問

【教育分野】

37

部活動の地域移行について、文化部は今後どうな
るのでしょうか？

Ｑ



お寄せいただいたご質問

【福祉分野】

38

障害者が地域で安全に暮らすことができるように
するために、どのような施策を考えているでしょう
か？

Ｑ



お寄せいただいたご質問

【まちづくり分野】

39

前橋市はどうしてシャッター街になってしまったので
しょうか？
活性化の具体的な取り組みはありますでしょうか？

Ｑ



お寄せいただいたご質問

【その他】

40

今、一番困っていることはなんですか？Ｑ



会場からの質問・意見

41

〇質問時間は２分目安で

〇質問してくれた人に拍手

〇自分と違った意見を否定しない



広報について教えてください

どんな方法で情報を得ていますか？

①前橋市HP ②広報まえばし ③前橋市LINE ④X、Instagram



前橋市公式LINEアカウント
登録をお願いします！



前橋に、笑顔を


